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課題研究中間報告

個々の特性を活かした授業づくりの一考察
一個の支援から全体への指導■支援という視点に着目して一

宮城麻里

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1.問題関心
平成24年7月，中央教育審議会初等中等教育分科会は「共生社会の形成に向けたィンクルーシブ教育 

システム構築のための特別支援教育の推進」を報告した。この中で「障害のある子どもと障害のない子 
どもが，できるだけ同じ場で共に学ぶことをbl指すべきである。その場合には，それぞれの子どもが， 
授業内容が分かり学習活動に参加している実感•達成感を持ちながら，允実した時間を過ごしつつ，生 
きる力を身に付けていけるかどうか，これが最も本質的な視点であり，そのための環境整備が必要であ 
る」（中教審答申，2012)と述べている。

一方，学校基本調査（文部科学省，2017)において，平成29年度の特別支援学級在籍者数(235, 487 
人）は,特別支援教育がスタートした平成19年(113,377人)から約2倍に塘加しており，特別支援学 
級数も増加傾向にある。これは，特殊教育から特別支援教食への転換により，発達障害を含めた特別な 
支援を必要とする子どもが対象に加わったことが大きな要因として考えられる。しかし，急激に需要が 
高まった特別支援学級において，本当の専門性は保障されているのだろうか。わが国の通常教育につい 
て，HI上•猪狩（2017)は，「インクルーシブ教育と逆行するかのように，特別支援学校•学級の過大過 
密化が進行している」とし，こうした現象について，「通常の学校からの避難」「特別な教育的ニーズを 
もつ子どもの店場所がない通常の学校」の現状が指摘されていることを報告している。さらに，河合(2016) 
も「通常学校における『スタンダード』や『合理的配慮』の名の下に，特定の指導技法が規準化され， 
それによって特別な支援の必要な了 •ども•青年たちをさらに統制•棑除する現実があるIとし，「诵常学 
校と特別支援学校の双方がH律して『子どもに合った学校』を創川することが志向されなければならな 
い」と述べている。これは，通常学級に発達障害の特性が強い了•どもが高い割合で在籍するとされてい 
るにも関わらず，適切な支援が十分になされていないと捉えられる。通常学級が，多様な子どもの居場 
所となるよう，支援が必要な子どもへの配慮を見直し，改善していく必要がある。

小学校学習指導要領解説総則編（文部科学省，2017)では，全ての教職Rが，「通常の学級にも，障 
害のあろ児童のみならず，教育上特別の支援を必獎とする児童が在籍している可能性があることを前提 
に」「各教科等におレヽても，（屮略）学習活動を行う場合に生じる闲難さに応じた指導内容や指導力法の 
工夫を計画的，組織的にむうこと」としており，各教科等で指導の工夫が求められている。インクルー 
シブ教育システムの構築を目指し，通常学級において，発達障害の特性等を含めた特別な教育的ニーズ 
に対応するためには，学校生活の人部分を占める授業の充実を図り，個々の特性に着目し，個に対する 
配慮を踏まえた学級个体への対応力を高めていく必要があると考える。そうすることで，通常学級が特 
別な教育的ニーズをもつ子どもの居場所となり，特別支援学級在籍者数の増加を抑えることにもっなが 
るのではないだろう;^。

以卜-のことから，本研究では，通常学級における授業の現状の課題を踏まえ，授業づくりを「個の支 
援から全体への指導•支援」という視点で，個々の特性に着目した手立てを全体の手立てとして活かし 
ていく具体例を；していく。
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2. 目的（明らかにしたいこと）
本研究の目的は，文援が必要な子どもの特性理解のためのアセスメントを行い，その特性を踏まえた 

教材•教具，学習環境及び学習方法を学級全休での授業づくりに活かしていくことである。

3. 研究内容
(1) 支援が必要な子どもの特性■学級全体の様子についての理解

① 個々 の特性理解
特性理解のためのアセスメントは，ア.チェックシート，イ.行動観察の記録，ウ.各検査結果 

等，エ.個別の指導計画，の4方法で行うnチ丁ックシートは，対応の仕方を考える手順が本研究 
と一致していること，様々な特件の子どもに対応できること，使用方法が簡単であること等から， 
井上•杉本（2008)が作成した97項目のチ：rックリストを使用する。
② 学級状況の把握

個々の実態を踏まえ，学級担任と情報共有を密にしながら，学級全体の環境整備や人間関係等の
連図を作成する。これをもとに学習場面でのつまずきを想定し，授業実践に活かしていく。

(2) 特別支援教育の視点を活かした授業づくリ（学習方法，学習環境等）
インクルーシブ教育システムの構築を目指す動向を背景に，通常学級における教育実践としてユニ 

バーサルデザイン（以下，IJDとする）が提案されている。UD教育は，「視覚や触覚に訴える環境設定 
が準備され，兕章同士の関係が支持的で間違いが許容される学級風十のなか，全ての児章が学びに参 
加できる，多様な学び方への柔軟な対応や必要な学習活動に十分に取り組める授業デザインをめざす 
教育」（大須賀，2016)である。一方，片岡（2015)は，「UD教育=特別支援教育」とみられている傾 
向があると指摘しており，本来，特別支援教育で求められる，個のニーズに応じた追加的な支援が， 
普遍化されたUD教育を行うことで見過ごされる可能性（m卜.ら，2017)が危惧されていることに留意 
する必要があるだろう。さらに，伊藤（2016)は，「教音におけるU1)」を特別文援教育の専門性をベー 
スに捉え，「特別な教育的支援を要する子どもには，『ないと困る』支援であり，可能な限りすベての 
子どもにとって『あると便利』な支援をH指すこと」と定義し，
UD教育の課顆を踏まえつつ，広く実践がなされることが求めら 
れるとしている。UD教育研究による実践を指導技術•技法等と 
して参考にしながら，個から捉え始める視点を授業づくりに積 
極的に©り入れることにも意義があると考える。また，授業づ 
くりの上台として学級経営があり，指導や支援のあり方に大き 
く影響することを視野に入れながら授業づくりを進めていく必 
要があるu評価については，図1(小貫ら，2010)の視点を参考 
に，チェックシートを使用する。

4.研究方法
(1) ビデオ分析

述した授業づくりの視点でビデオ分析を行い，個別•学級个体の様子やその変容等を評価•検討 
する。
(2) 参観シート■ノー ト■ワークシート•アンケート等の分析

上述した授業づくりの視点で学級担任や参観省に参観シートを記入してもらい，本時や単元のU標 
の達成具合，児竜の活動への取り組みの姿勢等の評価•検討する。また，児竜のノートやワークシー 
卜，授業後のアンケート等から，授業の分かりやすさや教材•教具の使いやすさ等の評価も行う。
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5.研究実践
(1)課題発見実習I ■ n (琉球大学教育学部附属中学校■宜野湾市立普天間第二小学校)における実践

授業実践の前には，学級担任•教科担任と情報交換と自身の授業観察から，児童生徒の実態把握を 
行った（表1:琉球大学教育学部附属中学校，表2 :宜野湾市立普天間第：小学校)。その後，児童生 
徒の学習場面でのつまずきやその赀景を探り，授業づくりの工夫•手立てを考え，実践につなげた,, 
表1の下線を付した于立ては，1時間目の教科扣.任との振り返り後に追加した。また，評価は，n己 
の授業実践の振り返りと担任及び教科担任との情報交換から行った。琉球人学附属教育学部中学校で 
は，授業後に生徒対象にアンケートも実施した。授業実践にっいては，琉球大学附属教育学部中学校 
第3学年の3学級において，それぞれ1時間の国語（短歌）の授業，宜野湾市立普天間第二小学校第 
1学年1学級において，算数「繰りI:がりのあるたL算」の単元の授業を行った。

表1実態に応じた授業実践の工夫•評価（琉球大学教育学部附属中亇校)
学級の実態 つまずき 工夫.手立て 評価

〇口頭での指示や説明(r加え 
て視覚的な情報があると把握 
しやすい牛徒がいる。

☆重要語句を思い山すことに 
時間がかかる。 •重要語句の単語カードを黑板 

に提示する。【教具】

參単語をつなぎ，既習内容を 
説明しやすかった。（アンケ 
一卜記述）☆説明する文章を梢成できな

い。

〇指示等を聞き落としたり，忘 
れたりしがちな生徒がいる。

☆指示を理解できずすぐに移 
動できない。

•グループの机の配置を図で示 
す。【f日示】

•全休的にスムーズに移動 
ができた。

☆説明内容が把握できず，次の 
活動に移れない。

•説明後の質問の有無の確認を
する。【説明】

•説明内容が確認でき個人 
的な質問が減少した。

〇活動にとりかかるまでに時 
間がかかる生徒がいる。

☆授業全体の見通しが持てず 
不安になる。諦める。

•具体的な時間を黒板に提小す 
る。【指示】

•生徒同丄で黑板を見て次 
の活動を確認できた。

☆活動の見通しが持てず，リズ 
ムがつかめないn

•タイマーで時間を設定する。
【教具】

•残り時間について声をか 
け合っていた。

〇言葉で事象を想像しづらい 
生徒がいる。

☆テーマに関連する言葉が想 
起できない。

•ヒントとなる写真を提不する。
【教具】

參思考の手がかりとなって 
ぃた。

〇複数の情報を認識•処理する 
ことが苦手な生徒がいる。

☆自分の担当が何か分からな
い。

•色分けしたカードを使う。【教
具】 鲁授業者への質問が減少し， 

生徒同士で解決していた。☆何に着目すると良いかが分 
からない。

•活動や思考の視点を提示する。
【指/丁ヽ】

〇書く活動に時間がかかる生 
徒がいるU

☆どこに何を書くかがわから 
ない。

•ワークンートの書き込む箇所 
に枠をつくる。【教具】

參書く場所が分かりやすか 
ったリ(アンケ• 1、記述)

表2 実態に応じた授業実践の工夫•評価（宜野湾市立普天間第二小学校)
学級の実態 つまずき T夫*手立て 評価

〇板書をヲすことが苦手で，書 
く活動になると離席が多くな 
る児章がいる。
—空間把握ができていない可 
能性がある。

☆問顆等の把握より，書く作業 

に意識が向いてしまう。

• ノートをコビーしたワークシ

ートを作成する。【教具】
奉ワークシートを真似てノ 
—卜に書くことができた。

•文字数をノ…卜のマス数と合 
わせる。文字の大きさを統一す 
る。【板書】

_行替えをする箇所が正し 
いか不安にならず，確認する 
回数が減少した。

〇汴目や集中の持続が難しいc 
興味があることには集中でき 
る児章がいる。
4様々なものに注意が移りや 
すい可能性があるU 
一自己コントロールが苦手な 
可能性がある。

☆話し于•に目を向けることが 
できない。

•キャラクターのぺープサート 
で注目を促す3【教具】

•一定時間注目することが 
できた。

☆離席や場にあわない発言等 
をしてしまう。

•見本となる児童や，良く変化し 
た児童等をモデルPして全体の 
場で褒める。【指示】

參褒められたい気持ちもあ 
り，他の1M章の真似をしなが 
ら改冓できた。

☆学級全体が何をしているの 
かが分からず，次の活動に移る 
ことができない。

•問題クリア毎にシールを貼ら 
せ全体で確認する。【教只】

•シールを貼りたい気持ち 
もあり，注0できた。

〇指示通りに動くことが苫手 
な児里かいる。
—聴覚情報を認識するrとが 
苦于•な可能性がある。

•「お約束」を確認し，何をすべ 
きかの把握を促す。【教具】

•「お約束」で•示した動粉に 
なりきって動けた。

•全体の指示後，様子を見て個別 
に声かけをする。【指示】

參全体+個別の対応後，周囲 
に目を向けら矛した。
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(2)考察
成球大学教育学部附属中学校における授業実践では，主に視覚情報を意識的に増やしたことが生徒 

の学宵への参加につながり，効果的であったと考えられる。一方，グルーブで行う活動の指示内容が 
伝わりづらかったことや，授業の進行とワークシートの構成が完全に対応していなかったことで生徒 
を混乱させた場面があったため，今後改善していくべき課題である,，また，学級全体がグルーブ学智 
の形態に慣れており，他者を批判しない雰囲気が浸透しているという実態を踏まえる必要がある。

宜野湾市立普天間第二小学校における授業実践では，表2で示した工夫•手立てに加え，学級担任 
からの助言により行った，複数の解法を区別する際に「〇〇作戦」とそれぞれに作戦（解法）の名前 
をつけて共有することも児童の学習内容理解に効果的であった。一方，発問「他の考えの人はいます 
か」の「他の考え」の意味がI:手く伝わらず，授業が停滞したことがあった。発問をするときに，簡 
潔かつ児萤が意味を把握しやすい言葉の選択等の改善が必要である。学級全体の様子として，学習意 
欲の高さや好奇心の強さが見られ，自分の考えを表現したり，他养の発表を聞こうとしたりすること 
ができる雰囲気であったことも考慮する点である。また，評価については，琉球人学教育学部附属中 
学校における実践と同様に，小学校の実践においても児童対象のアンケートを実施する必要がある。

6.今後の研究について
今後は，課題発見実習t • nの成果と課題を踏まえ，実態把握の質の向上を図り，その結果をより授

業と関連させながら，個から学級全体への視点での授業づくりをすすめていく。
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